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た (努性:OVO.50:七、な04m/sec→ 0.48こ士O.04m/sec，APWVI8.6 
土0.3m/sec→ 8.4土O.2m/sec;女11:0.48土O.03m!sec→弘54支
O.03m/sec， APWV11.9:とO.2m/sec-"7.7二七O.2m/sec，MeanことSE)o
ovおよびAPWVIは，加齢および動紙硬化性疾患の影響を強く
受けるが， トレ}ニング前の穣は， V02m献を除いて畿新瀦ぎを
のデータを用いたためe実際の議.U定問鱗iこは最大2:lsの関さが
あり，そのことがOVおよびAPWVI~こ対する遂動の勢巣を滅弱
化した可能性も溶定できない。しかし，儲gUに観察すると，労
性にも女性iこも関者の攻撃事例jが認められた沿動援護さの弾性惑は.
主として中犠を議議する線維議自によって規定されるが，生体
内では中駿平滑筋のト…ヌスもまた弾?主導3の鏡定邸子である。
したがって，改護側において短期間に生じた動総柔軟性の変化
は，運動トレ}ニングにより感l管のトーヌスが低下したことに
結協する可能性が考えられた。
{結論}中高年者においても，比較的低強度・鐙慰問の選議ト
レーニングにより動紙梁軟性の改繋が期待できる可能性が示唆
さ1tた。
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